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10． NMR に よ る uudd3He の 緩和 測定

笹　山　 浩　二

　約 4KG 以下の 低磁場に お い て bcc 固体ヘ リ ウム 3 は ，　 Trv　一　1　mK で 常磁 性か ら反強磁 性

ヘ
ー次相転移す る が ， こ の 秩序相は 核磁 気双極 子相 互作用 に 起因す る異方性を もち，そ の 異方

軸方向に核 ス ピ ン が up −up −down −down と配列す る特異な磁気構造をし て い る た め uudd 相

と呼ばれ て い る 。

　我 々 の グル
ープ は 以前よ り uudd 相 の ス ピ ン動力学に つ い て 研究 を進め て き て お り， 特に 緩

和機構 の 解明 に興味 をも っ て い る 。 これ に つ い て は 一
例 と し て ， ス ピ ン 動力 学を記述す る OCF

方程式 に現象 論的緩和項 を導入 した 方程 式が 考え られ て い る 。 こ の 緩和項の 導入 は ， 同 じ量子

凝縮相 で あ る超流動
3He −A 相にお け る レ ゲ ッ ト

ー
高木理 論か らの 類推 に よ っ て 行わ れ て い る 。

　 こ こ で は CW − NMR 法を用 い て 共鳴ス ペ ク トル の 線 巾を 測定 す る こ とに よ り， こ の モ デル

の 正 当性 を評価 した 。 具体的 に は線 巾の 温度 ， 磁 場， 異方軸と磁場 の な す角，
の 3 つ の パ ラ メ

ー
タ
ー

に よ る依存性を観測 した が ， 定性的 に こ の 緩和機構 を支持す る結果 を得 た 。 また緩和パ

ラ メ
ー

タ
ー

自身に 関 して は 顕著な温度依存性 は 見 られ な か っ た が，現在 の 線巾測定精度で は 確

定的な こ とは い えな い
’
。

　緩和機構 と して 他に も 3 一
マ グ ノ ン 過程 に よ る緩和 も考 え られ て い る が， こ れ を支持す るデ

ー
タは得 られな か っ た。こ れ か ら必 ず しも 3 一

マ グノ ン に よる緩和が否定 され たわ けで は な く

我々 の 測定 した 温度領域で 支配的で ない と考え る の が妥当で あ ろ う。

IL　As2S3 結晶構造 の 縮退 と欠陥 の

　　　ソ リ トン 的生成

下　位　幸　弘

　典型的な カ ル コ ゲナ イ ドの As2　S　3 の 複雑な結晶構造が ，　 vacancy を含む 食塩型立方格子か

らの 3段階の 変形に よ っ て 生 成され る こ とを示 す。 構造生成の 各段 階に 2 通 りの 縮退構造が あ

り， As2　S3 結晶 は 全 体 として 8通 り の 構造縮退 を持 つ 。 結晶 中に 他の 縮退 した構造を局所的
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に挿入す る こ とに よ り， カ ル コ ゲナ イ ドグ ラス 特有 の valence 　alternation 　pair （VAP ）欠

陥が ソ リ トン 的に 生成 され る こ と を示す 。

　 Prototype 立 方格子上 で S原子 の lone　pairs に 2 通 りの 配向が ある 。
こ の 配向が共有結

合構造 を決め，か つ As2S3 結晶 の 層構造 を構成す るラセ ン鎖 の 右巻 き ・ 左巻き の 違 い を生み

出す 。 こ の 】one 　 pairs 配向の ラ セ ン 方向周期は 2 であ るが ， そ の 1周期 の 位相 を逆転 させ る

こ と に よ り， Cま＋ C了お よび C £ ＋ C9 型の VAP 欠陥が生成 され る 。

　第 1段 階変形 は 原 子の 立 方格子 辺上 1／2 の slide で ある 。 　こ の 変形段階で 2 本 の ラ セ ン 鎖

を結ぶ S 原子配 向に縮退 があ る 。 そ の 配向を 1 ヶ所 変える こ とに よ り， As −As 結合 を含む

Pま＋ Cl 型 の VAP が 生成され る 。

　第 2 段階の 変形は ± 1／6 の slide で ある が ， こ の slide の 方向は縮退構造毎に 一意的に決

ま る 。 こ の 変形段 階で As2S3 結晶 の 特徴的構造が得 られ る 。

　第 3 段階変形 は 層構造 の 面方向の 一
様膨張 と層 に垂 直な 反対称微少 変形で あ る。 こ の 微少変

形に は符号 の こ とな る 2 通 りの 可能性 が ある。

　結晶構造 を比 較的良 く再現で きる ， 弾性 エ ネル ギ
ー

と van 　der　Waals エ ネ ル ギーの みか ら

な る 簡単な energetics 　model で 上記 の ソ リ ト ン 的に生成 され た VAP 欠陥 の 構造と エ ネル ギ

ーの 計算を行な っ た 。

12． ア ル カ リハ ラ イ ドハ ロ ゲ ン 不純物 系

　　　に お け る 局 在励 起 子発 光

田　 中　耕
一

郎

　ア ル カ リハ ライ ドに， よ り重 い ハ ロ ゲン 不純物 を添加 した 結晶で は ， 不純物に 局在 した緩和

励起子 か らの 発光 （モ ノ マ
ー発 光， タイ マ

ー
発光 ）が観測 され る 。 これ らの 発光 を調 べ る こ と

に よ っ て 電子 一格子強結合系に 特有な局在励起子の 緩和過程 を知 る こ とが で き る。

　低温で 発光 の 寿命 を測定す る と μ s か ら ms の 時間領域 の 時定数 を もつ 二 つ の 減衰成分が 観

測 され る 。 こ の こ とは ， 発光 の 始状態が零磁場分裂 し た 緩和 三 重項 で ある こ と を示 して い る。

と こ ろが今回， KBr ：1 ，
　 RbC エ：1．　 KC ］：Br の 発光に ， 数 ns の 寿命 をもつ r速 い 成分』 が

存在す る こ と を見 い 出 した 。 本研究にお い て は ArF −laser で 効 率 よ く励起で き る KBr ：1 の

匚12
−
（Vk ）＋ e ］型 局在励起子発 光 （ダイ マ

ー
発光 ）に つ い て ， そ の 原因を調 べ た 。 ナ ノ秒
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